
気候変動の大きな要因である地球温暖化に関連す
る環境負荷の低減を行っています。事業活動におい
て、ISO14001など環境マネジメントシステムに関す

る第三者機関による認証の取得を推進するとともに、
東洋水産グループの環境方針に基づく目標を設定
し、温室効果ガス排出量の削減に取り組んでいます。

❶ 気候変動への適応とその緩和

スマイル・オーシャン・プロジェクトスマイル・オーシャン・プロジェクト
海岸清掃活動の様子海岸清掃活動の様子

https://www.maruchan.
co.jp/csr/environment/
index.html

「地球に笑顔」への取
り組みの詳細につき

ましては、下記アドレスから
もご覧いただけます。

東洋水産グループではCO2排出量削減に向けた
取り組みを推進しています。埼玉工場・関東工場・フ
クシマフーズ（株）では太陽光発電設備を設置してお
り、2025年度には（株）フレッシュダイナー山形工場
で、オンサイトPPAによる太陽光発電システムを導入
しました。また、伊万里東洋（株）では、バイオマス発
電を利用しています。加えて、各工場および冷蔵倉庫
において、ボイラー燃料の重油から天然ガスへの転換
や、フロン冷媒から自然冷媒（アンモニア・CO2）への
更新を計画的に進めています。物流面においても、配

送拠点の見直しによる輸送距離の効率化などを通じ、
サプライチェーン全体でのCO2排出量削減に取り組
んでいます。

CO2排出量削減への取り組み

排出量は、生産増に加え一部工
場における製造上の課題により
増加しましたが、リサイクル率は
目標値の95％以上を継続して維
持しました。

● 食品廃棄物の排出量とリサイクル率
（東洋水産（株）単体）
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● 産業廃棄物排出量と再資源化率

排出量は、新工場稼働などによる生
産量伸長や一部関係会社において
滞留汚泥を廃棄したことにより増加
しましたが、再資源化率は99.7％と
引き続き高水準を維持しました。
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● CO2排出量と売上高原単位

排出量は、工場における生産増
や新工場の稼働に伴い増加しま
したが、売上増および各事業所
での省エネ取り組みにより、原単
位は改善されました。
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フロン漏洩量の削減への取り組み

冷蔵部では、国内の各冷蔵庫を対象に、フロン漏
洩量の削減および省エネルギー化を図るため、フロン
冷媒設備から自然冷媒設備への更新に向けた支援活
動や、設備に関する勉強会を実施しています。また、
機械設備の法定点検および自主点検、定期清掃を含
むメンテナンス活動と、その実施に向けた支援にも
取り組み、設備の安定稼働と環境負荷低減の両立を
図っています。2025年度は、東扇島第二冷蔵庫、福
岡冷蔵庫、スルガ東洋（株）において、フロン冷媒設
備から自然冷媒設備への更新工事を実施しました。

マルチャンインク・ラグナ工場では、構内物流におけ
るCO2排出削減を目的に、2024年6月より構内ヤー
ドにおいて、トレーラー牽引用トラックを従来のディー
ゼル車から電気自動車（EV）
へ切り替えました。これによ
り、年間約18,000台のトレー
ラーをローディングドックまで
牽引しており、構内作業での
化石燃料由来のCO2排出量
削減を図っています。

EVトラック（電気車両）の導入

トレーラー牽引用EVトラック

（株）フレッシュダイナー山形工場に設置した太陽光発電システム

社会と共有する価値

環境対応の推進

地球地球にに笑顔笑顔

関連するマテリアリティ
❺ 気候変動への対応	 ❻ 生物多様性の保全
❼ 資源循環の推進
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東洋水産グループは、水産事業を起点として事業を
展開しており、海洋資源を含む生物多様性の保全を重
要な使命の一つと位置付けています。稚魚放流やウ
ナギの完全養殖に関する量産・事業化研究、持続可
能な水産資源の調達を通じて、生態系の維持・保全に
貢献しています。また、河川や海岸における清掃活動
の実施や、関東工場でのビオトープ設置など、生物多
様性に配慮したさまざまな取り組みを推進しています。

❷ 生物多様性の保全

東洋水産グループは、環境負荷の低減と循環型社
会の実現に貢献するため、資源の有効利用、廃棄物の
削減とリサイクルなどの取り組みを推進しています。中
でも「水」は事業活動に不可欠な重要な資源であり、
各工場では、水使用量および排水の継続的な管理を
行うとともに、水の再利用促進などを通じて、持続可
能な水資源の利用に取り組んでいます。

❸ �資源の有効利用と廃棄物の 
削減・リサイクルの推進

当社は、水産資源の保護・育成を通じた地域社会へ
の貢献を目的に、2025年10月に静岡県西伊豆町田
子周辺の海域において、カサゴなど約1万匹の稚魚を
放流しました。本取り組みは、1996年に森創業者が
開始したもので、地域の水産業および観光業の活性
化を目指し、継続的に実施しています。これまでに放
流した稚魚は、カサゴやヒラメなど累計約44万匹に
のぼります。当社は今後も、海の恵みを未来につなぐ
取り組みとし
て、水産資源
の保全・育成
と地域との連
携を継続して
まいります。

フクシマフーズ（株）では、資源の有効活用および
産業廃棄物削減を目的に、排水処理設備から発生す
る脱水汚泥の減量化に取り組んでいます。具体的に
は、温風乾燥機を導入し、脱水汚泥を乾燥汚泥へ転
換することで、大幅な減量化と汚泥排出量の削減を
実現しました。さら
に、乾燥汚泥を肥
料として有価取引
する資源循環モデ
ルを構築したこと
で、廃棄物削減に
とどまらず、処理コ
ストの低減にもつな
げています。

西伊豆で稚魚放流活動を実施 排水汚泥の削減及び再利用化

稚魚放流の様子

● 環境負荷データ（グループ全体）

CO2排出量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 114	千t
廃棄物排出量 ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9,523	t
（うち最終処分量）  8,617t

排水量 ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 610	千m3

※�CO2排出量はScope1、2の合計（物流のみScope3の一部に該当）�
四捨五入表記のため、数値の和・差と合計が一致しない場合があります

冷蔵
倉庫 
庫腹 

約64万t

エネルギー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 744	TJ
　 ● 電力	 85,791	千kWh

補充冷媒量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 127	kg
水資源量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 221	千m3

CO2排出量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 31	千t
産業廃棄物排出量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 248	t
（うち最終処分量）  5.6t

排水量 ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  106	千m3

国内
事業所
合計

オフィス
（総合研究所
配送センター

含む）

エネルギー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 49	TJ
　 ● 電力	 3,480	千kWh	 ● 都市ガス	147	千m3
　 ●ガソリン	 249	㎘	 ● A重油	 83	㎘

補充冷媒量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 37	kg
水資源量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13	千m3

CO2排出量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  2	千t
産業廃棄物排出量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 125	t
（うち最終処分量）  0.5t

排水量 ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13	千m3

物流※エネルギー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 343	TJ
（総輸送量）  177.1百万トンキロ CO2排出量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24	千t

エネルギー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  3,061	TJ
　 ● 電力  163,265千kWh	 ● 都市ガス	 31,078	千m3
　 ● A重油    1,588㎘	 ● 蒸気	 69,698	GJ

原材料調達　● 原材料  32万t　 ● 包装資材  7万t

補充冷媒量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1,541	kg
水資源量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  4,681	千m3

CO2排出量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 141	千t
　 ● NOx排出量	 33t
　 ● SOx排出量	 3t

産業廃棄物排出量 ・・・・・・・・・・・・・  13,646	t
（うち最終処分量）	42.0t

排水量 ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,462	千m3

エネルギー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  2,540	TJ
　 ● 電力	 74,813	千kWh	 ● 天然ガス  42,074千m3
　 ● 軽油	 2	㎘

原材料調達　● 原材料  47万t　 ● 包装資材  7万t

水資源量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 925	千m3

国内

海外

INPUT OUTPUT

生産
工場 
生産量
45万t

海外	
事業所 
（北中米・

インド）

生産量 
36万t

汚泥乾燥用の温風乾燥機

地球に
笑顔

エネルギー 	  4,196	TJ
補充冷媒量 	  1,705	kg
水資源量 	  4,914	千m3

CO2排出量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  198	千t
産業廃棄物排出量 ・・・・・・・・・・・・・   14,018	t

（うち最終処分量）  48.1t

排水量 ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    3,581	千m3
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